
   

 

 

 

 

 

 

 
 

龍・流連携事業 救急救命講習「命を守る」 

 
 

龍ケ崎市が、市内小中学校で実施してきた「救命の授業」が、令和８年 10月８日（木）の本校での授

業で通算 100回目の節目を迎えました。この救急救命講習は、「龍・流連携事業」のひとつとして、流通

経済大学スポーツ健康科学部の稲垣 裕美教授と大学生が協力し実施しているものです。 

本校では６年生を対象に、救急救命講習を行いました。身近な人が突然倒れたときなど、いざという場

面に遭遇した際に、どのように行動すればよいのかを学びました。 

児童たちは、大学生の説明を聞きながら、胸骨圧迫や AED の使い方などを実際に人形を使って体験し

ました。最初は緊張した様子も見られましたが、実際に体を動かして練習することで、「胸を強く、速く、

絶え間なく押すこと」、「周りの人に助けを求めること」、「AEDを使うこと」など、一人一人が自分にでき

ることを具体的に考えることができました。 

救急救命は、特別な人だけが行うものではありません。目の前で大切な人が倒れたとき、少しでも早く

行動することが命を救うことにつながります。今回の講習を通して、子供たちはいざというときに、大人

に助けを求めたり、AED を持ってきたりするなど、「自分にもできることがある」という気持ちをもつこ

との大切さを学びました。 

大学生との交流という貴重な機会を通して、命の大切さについて考え、自分から行動することの大切

さを実感した一日となりました。今回の学びをこれからの学校生活や日常生活にも生かし、困っている

人や助けを必要としている人に寄り添い、勇気をもって行動できる大人に成長してほしいと思います。 

な が や ま っ 子 
校訓 「広げようやさしい心 きたえようじょうぶな体 育てよう学ぶ力」 

龍ケ崎市立長山小学校学校だより       令和８年 10月８日 No.８ 

  

 


